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 要  旨 
 スポーツにおいては、人間は自分の体を特定の目的に従って動かす。また人間
工学においては、人間の持つ形態的な特異性を調べることが重要な一面であるの
で、スポーツという意識下での動作に人間工学を応用することは、生体情報のよ
り特徴的な結果が得られる点で重要な意味があるといえる。 
 本研究では、オリンピックなどの公式な競技種目として認定されているものの、
研究の対象に選ばれることが少なく、論文があまり発表されていない射撃競技と
いうスポーツに注目し、射撃競技中の各生理的指標のデータを取得して解析する
ことで、射撃競技というスポーツについて人間工学の面から研究を行おうと考え
た。しかし射撃競技を行うには、銃刀法や射撃場、費用など、多くの制約がかか
る。ここでデジタルスポーツシューティングシステムという、実弾の代わりにレ
ーザーを用いたシューティングシステムがあり、これは上述の制約がなく、教育
や医療の分野でも普及が進んでいるシステムである。本研究ではこれを使って、
射撃競技中の呼吸、脈、発汗量と、銃身、銃口の揺れの加速度を測定し、射撃競
技中のデータで熟練者と初心者の違いを調べることと、射撃競技の教本に書かれ
ている、経験的に確立された練習法を享受したあとで実験を行い、各生理的指標
がどのような変化を示すのかを調べることを目的とした。 
 結果として、熟練者は初心者と比べて、射撃動作中の脈ピーク間隔CV値、発汗
量平均値、発汗量CV値が平均的に低かったことから、射撃動作中に緊張していな
いことがわかった。また、激発前の銃身を基準とした銃口の動きが少なかったこ
とから、トリガーをスムーズに引けていることもわかった。次に練習法を享受し
た後の実験結果では、ほとんどすべての初心者において、射撃動作中の脈ピーク
間隔CV値と、そこから求められる交感神経活動度が下がり、激発前の銃の揺れも
小さくなったことから、練習法にデータの裏づけをすることができた。 
 しかしながら、呼吸量や発汗量平均値、発汗量CV値においては熟練者に近い値
とはならなかった。呼吸量については練習後のほうが低い値をとり熟練者との差
は開いてしまっていた。このことから息を止める時間がパフォーマンスに影響し
ているのではないかと考え、激発前の銃身の揺れと息を止めた時間の関係を調べ
たところ、息を止める時間が一定の範囲内であるときに、揺れが小さくなってい
ることがわかった。よって射撃競技の上達を早めるためには最適な息止め時間で
射撃をおこなうことを練習する項目に加えることが有効であると考えられる。ま
た、発汗量については練習後もあまり変化がなかった。精神性発汗を調べるため
に解析範囲を絞って調べたところ、初心者は常に発汗し、緊張してしまっている
のに対し、熟練者は激発後にのみ発汗し他はリラックスしていることがわかった。
これを近づけるためには集中力や慣れ、自信といった精神的な要素を鍛えるべく、
練習を重ねるしかないと考えられる。 
 
